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１．はじめに 

 2011 年の東北地方太平洋沖地震に伴う津波により，多くの橋梁が被災した．幸左ら (2010) は，2003 年の三連動

モデルにおいて津波による橋梁の桁への作用力を評価する実験を行い，水平波力，上揚力の実験式を提示し，橋梁

の安全性照査を行った．東北地方太平洋沖地震を受け，南海トラフの巨大地震の断層モデルは大きく見直され，中

央防災会議 (2012) において新たなモデルが提案されている．このモデルは 2003 年想定を上回る津波の発生が想定

されており，幸左ら (2010) で安全と判断された橋梁も耐力不足になる可能性が高い．そこで本研究では，新たに提

案された南海トラフの巨大地震の断層モデルを用いて，和歌山県沿岸域における橋梁の最大津波高に対する安全性

照査を行うことを目的とする． 

２．津波伝播・遡上計算 

(1)断層モデル  断層モデルは中央防災会議 (2012) において提案された 11 シナリオの南海トラフ地震の巨大地

震モデルのすべり分布モデルのうち，ケース 3 とケース 4 を用いる． 

(2)計算領域  計算領域はネスティング手法を用いて，810m，270m，90m，30m 格子を用いて計算を行う． 

(3)計算方法  後藤ら (1993) に基づき，領域に応じて非線形長波理論と線形長波理論に基づくモデルを用いて計

算を行う． 

３．安全性照査 

(1) 対象橋梁位置での最大津波高  対象橋梁は，三連動地震モデルを対象とした津波シミュレーションにより幸

左ら (2010) が検討し，最大津波高が道路橋の 1m 下より上方に及ぶとされた 18 橋 (図-1) とする．対象橋梁位置に

おける最大津波高を図-2 に示す．青色と赤色の棒グラフは，それぞれ 2012 年モデルのケース 3 とケース 4 での最

大津波高である．白の棒グラフは，幸左ら (2010) が 2003 年の三連動地震モデルを用いて算出した最大津波高であ

る．二河橋，汐浜橋を除けば，2012 年の南海トラフの巨大地震モデルを用いて算出した津波高が，2003 年の三連動

地震モデルのものを上回っている．また，対象橋梁それぞれの位置における津波高，橋面高，橋面からの浸水高を

図-3 に示す．二河橋を除くすべての橋梁で，津波高が橋面高を超える結果になった． 

(2)作用力および抵抗力の算定  図-4 に，幸左ら (2010) の実験式を用いて，各橋梁に作用する水平波力および上

揚力を抵抗力で除して無次元化した算定結果を示す．津波高が比較的低い港橋，二河橋，高富橋では作用力・抵抗

力比が 1 に近い値となり，比較的安全であるという結果が得られたが，その他の橋梁では作用力・抵抗力比が 1 を

はるかに超える値となり，危険性が高いことを示す結果が得られた．また，全体的に上揚力よりも水平波力に対す

る危険度の方が高いという傾向が見られた． 

(3)モデルによる比較  図-5，図-6 にそれぞれ水平波力と上揚力に関して，幸左ら (2010) によって算出された作

用力・抵抗力比と，今回算出した作用力・抵抗力比を比較した結果を示す．水平波力に関しては，汐浜橋を除くす

べての橋梁で危険性が増しており，上揚力に関しては，二河橋，汐浜橋を除くすべての橋梁で危険性が増す結果と

なった．幸左ら (2010) の安全性照査では，特に危険な橋梁として，汐浜橋，姫橋，伊串橋が挙げられていた．今回

の照査では，平和橋，新田子橋，姫橋において作用力・抵抗力比が 8 を超えており，特に危険であることが示され

た．両方の検討結果で共通している姫橋は，特に脆弱であるといえる． 
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４．おわりに 

 南海トラフの巨大地震モデル (2012) に対しては，二河橋以外のすべての橋梁において，津波高が橋面高を超

えることがわかった．また，幸左ら (2010) の実験式を用いて，和歌山県内の橋梁の津波に対する安全性照査

を行った結果，18 橋のうち，高富橋，二河橋，港橋以外の 15 橋で危険であり，平和橋，新田子橋，姫橋におい

て，特に危険であることが示された．海岸道路における道路橋の設計には津波波力の作用を考慮すべきだといえる． 
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図-1 対象地点とその範囲 

 
図-2 最大津波高 

 
図-3 最大津波高，橋面高，および浸水高 

 
図-4 作用力と抵抗力の比 

 
図-5 水平波力に関するモデルによる比較 

 
図-6 上揚力に関するモデルによる比較 
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